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藤村政暁氏 (M.334>) 恵原義盛氏 (M.38) 屋井常三氏 (T.3) 
1日 tsuitachi tsiitachi chiitachi 
2日 fukka fusuka fut s uka 
3日 mikya mikya mikka 
4日 yokka yufa yuha 
5日 itsuka isuka ichika 
6日 muika muika muika 
7日 _5) nanka nanka 
8日 yoka yoka 
9日 kukunuka kokonuka 
10日 tuka tuka 
ィ． 日数の場合
1日は

















































日置みね氏 (M.41) 氷‘士ロ 毅氏 (M.42) 
1日 chiitachi chiitachi 
2日 fuchika futska 
3日 mi cha mi cha 
4日 yua yua 
5日 ichika uncha 
6日 mya mya 
7日 nanka nanka 
8日 yafa yaha 
9日 kunka kunka 
10日 tua tua 
ィ． 日数の場合
日置氏は「 1日」を chiihiといわれた。 2日以後は暦日と同じであった。
〔与論 島〕
ス暦日の場合
竹下茂徳氏 (M.37) 野口万蔵氏 (T. 6) 
1日 tiitachi tiitachi 
2日 futsukazuki putsika 
3日 inchazuki mikka 
4日 yufazuki yukka 
5日 itskazuki ichika 
6日 muhyazuki muika 













なお， 8日だけは，後に， pachinchi とも言ったと付け加えられた。
また，野口氏の場合， 8日だけは「何と言ったか思い出せない」と言われた。
ィ． 日数の場合














































































この場合， 5日から 7日までと 10日とは




5 i chi 6 mui 7 nan 10 tu という和
6 ruku 7 shichi 
8 hachi 9 ku 
た。
次に，下にあげた 17人の人たちからいただいた資料をまとめてあげる。
知念松竹氏 (M.34東村），比嘉宇太郎氏 (M.36名護市名護），宮城正誠氏 (M.27名護市
久志），翁長ウシ氏 (M.30名護市嘉陽），宮里武英氏 (M.40金武村），金城太郎氏 (M.19
読谷村），屋良朝乗氏 (M.25読谷村），尚静子氏 (M.31那覇市首里），大城寛祐氏 (M.30
糸満市），池田松永氏 (M.42伊平屋村），伊礼幸正氏 (T.7伊是名村），知念牛助氏 (M.
































図 3 調査地点図 (3)
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38渡嘉敷村），宮里正光氏 (M,40久米島），西銘カメ氏 (M.30久高島）。
1日 chiitachiが 11人の大多数で，あとは tsuitachi(名護）， tiitatsi(伊江島），
tiitachi（久高島，読谷村（金城）金武村糸満）であった。
2日 fuchikaが 13人であとは f uchuka (久高島）， futsika（伊江島）， puchuka
（嘉陽）であった。








7日 shichinichiが 11人で大部分を占め， hichinichi（伊平屋，東村，久志），
nanuka (名護）， nanka (久高島）がその他であった。
8日 hachinichiが 14人で，あとは pachinichi (伊江島）， yoka(久高島）であっ
た。
9日 kunichiが殆んど全部で，その他は kunchi （東村，嘉陽）であった。
















1日 chiitachi 5日 ichika 
2日 puchika 6日 muika 
3日 sannichi 7日 nanuka hichinichi 
4日 yukka 8日 pachinichi 
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9日 kunuchi 10日 tuka 





2日 chiitatsi futsuka 
3日 chi i tats i mikka 
4日 chiitatsi yukka 
5日 gunitsi 
6日 rukun its i 
7日 hitsinitsi 
8日 hatsinitsi 




2日 chiitachi puchiika 
3日 chiitachi mikka 
4日 chiitachi yukka 
5日 chiitachi gun i chi 
6日 chiitachi muika 
7日 chiitachi nanka (nanoka) 
8日 chiitachi y引ka




2日 chiitachi fuchika 
3日 chiitachi mi t cha 
4日 chiitachi yukka 



























であったが，そのどこで聞いても， A暦日の場合と B日数の場合のちがいは「 1日」だけであ
った。それで，ここではまず， Aについて述べ，次に Bについて述べることにする。
A. 暦日の場合
1日 shiitats (来間，新里）， chiitats（伊良部）， tsuitachi （池間），



























1日 ptuzu 5日 itska 9日 kukunuka
2日 ftska 6日 muyuka 10日 tuka
3日 mizka 7日 nanka
4日 yuka 8日 yoka
大体各地とも同様であるが地域によって多少の差がみられる。




3日 mi zka (来間，新里）， miika（上地，池問）， mlika（伊良部）， miuka（大神）




8日 yaoka (来間，新里，伊良部）， yauka(大神，池間）， y万ka（上地）








T. 5)，竹富町小浜（小浜島） （宮城真清氏M.35)，竹富町鳩間（鳩問島） （大城サカイ氏





1日 tskidachi (鳩間，波照間）， skidatsi (白保）， skidatti（黒島），
t sku tats (小浜，乎久保）， tiitats (新城）， tit a ti（与那国）
2日 ft ska (波照間，小浜，平久保，新城）， fusuka (白保，鳩間），
fukka（与那国）， ninichi(黒島）
3日 mi kka (平久保）， mi ka (小浜，鳩間）， mii ga (白保，波照間），
n ta (与那国）， sanni chi (新城，黒島）
4日 yukka (平久保，鳩間）， yuga(白保，波照問）， yuka(小浜），








8日 ya uka (鳩問）， yaoka(平久保，小浜）， yauf a (新城），
y面ga(波照間，白保）， danga (与那国）， pachinichi (黒島）
9日 kukunuka（平久保，小浜，鳩間）， kugunuga(与那国）， kunuha（新城），
f ukunuga (白保）， hakonaga(波照間）， unoho(黒島）





2日 skidachi fusuka 
3日 skidachi m11． ga 
4日 skidachi yuga 

















図 4 調査地点図 (4)
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6日 skidachi muiga 
7日 skidachi nanga 
8日 skidachi yoga 
9日 skidachi hakonaga 






2日 kunuti f ukka 




















1日 pittui hittui 
2日 futska fukka 
3日 mikka mikka 
4日 yukka yukka 
5日 itska i tska 
6日 muika muika 
















注 1) 宮崎勝式，南西諸島における「数の数え方」の調査 (I)，東京女子体育大学紀要第15号
(p. 165,..., 177)。
2) 宮崎勝式，南西諸島における「数の数え方」の調査 (Il)，東京女子体育大学紀要第16号
(p. 163,..., 1 75)。
3)奄美諸島以南の南西諸島の方言を一括してここでは琉球方言と呼ぶことにする。
4) 人名のあとの（ ）内は出生年で， Mは明治， Tは大正を示す。
5)表の中でーは未調査のもの，或いは，はっきり聞きとれなかったものを示す。
6)多良間島は，宮古諸島と八重山諸島の中間でやや八重山寄りにあり，図 1にはのっていない。
7) 来間では zとrとの中間の音のようである。
8) ドイツ語の Uの音にきこえた。
